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2020年度

北海道大学
科学技術コミュニケーター養成プログラム
CoSTEP

受講説明会
2020.04.04 13:00-15:30

本日のながれ

● スタッフ紹介

● CoSTEPについての説明

・ CoSTEPのミッションと人材育成方針

・ カリキュラム概要

・ 開講コース （本科／選科A・B）

・ 受講に際しての注意事項

● 質疑応答

本日のながれ

● 資料確認

- 募集要項 (pdf)

- 2020 CoSTEP 講義一覧 (pdf)

- 説明pptの一覧 (pdf)

CoSTEPの概要 CoSTEP
スタッフの紹介

奥本 素子
准教授
インフォーマルラーニング、科学技術コ
ミュニケーションにおけるアート、
博物館学習

早岡 英介
客員准教授
映像メディア、リスクコミュニケーション

種村 剛
特任講師
社会学、熟議、演劇を用いた教育プログラム

原 健一
博士研究員

フランスの哲学（ベルクソン）、
哲学と科学の協働による意識の研究、
心の哲学、知覚の哲学、記憶の哲学、メタ哲学

朴 炫貞
特任助教
メディアアート、映像、
国際交流

西尾 直樹
特任助教
地域活性、ソーシャルイノベーション、
生成的な場とプロセス

梶井 宏樹
博士研究員

化学、基礎研究、ノーベル賞、
市民と研究者の対話による共創

池田 貴子
特任助教
動物生態学、疫学、グラフィックデザイン、
リスクコミュニケーション

内村 直之
客員教授
基礎科学全般（特に進化生物学、人類進化、分
子生物学、素粒子物理、
物性物理、数学、認知科学などの最先端）と科
学研究発展の歴史

川口 佳代
事務補佐員

村中 令
学術研究員

川本 思心
部門長 / 理学研究院 准教授（併任）
科学技術コミュニケーション観の可視化、
デュアルユース、研究における図像制作
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CoSTEPのミッションと
人材育成方針

CoSTEPのミッション

● 科学技術コミュニケーター人材の輩出
● 多様な科学技術コミュニケーション実践
● 人材育成手法の研究開発

科学と社会の双方向的で、よりよい関係の実現

人材養成の基本的な考え方

● 双方向的なコミュニケーション
● 地域に根ざした科学技術コミュニケーション

• 中央と地方との双方向性
• 地域の人々と連携し，地域のリソースを活用

● 実践を通して学ぶ
• 学ぶ場を創りだす
• 科学技術コミュニケーションの有効性を知ってもらう

「役割」としての科学技術コミュニケーター
研究室や職場，地域コミュニティなどで，
科学技術コミュニケーション活動を主導的に行なう人

みなさんに、
科学技術コミュニケーションを
学んでいただく機会を
一年間提供します。

● 社会の中で主体的かつ継続的に
科学技術コミュニケーション活動を企画し、実施する。

● 自分の研究や仕事・生活の様々な局面で
「科学技術コミュニケーションのセンス」を発揮する。

こんな人を育てたい 受講生の皆さんに期待すること

● 科学技術コミュニケーションには、「教科書的な答え」はない。
実践に参加するための特別な「資格」があるわけでもない。

● 受講生一人一人の持つ多様な経験、知識、モチベーションを
新しい方法で「結びつけること」「組み合わせること」が重要。
誰にでもその人固有の、大切な役割がある。

● 受講生の学びと実践とネットワークの構築によって、
私たちと一緒に、たえず新しい科学技術コミュニケーションを
「創造」していってほしい。
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カリキュラム

I. 科学技術コミュニケーション思考

II. 情報の分析と行動のための計画手法

III. 科学技術コミュニケーション実践

科学技術コミュニケーションの全体像を把握し，コミュニケーターとして実践にとりくむ際の
課題の設定や判断の基準となる考え方を身につける。

科学技術と社会に関する情報を収集・分析・評価し，意思決定・合意形成・戦略立案を行うための
基本的な考え方を学ぶ。

コミュニケーターが様々な実践を通じて社会で役割を果たすために必要となる，
基本的な知識とスキルを学ぶ。

CoSTEPの教育プログラム
カリキュラム体系の「３つの柱」

科学技術コミュニケーション概論

トランスサイエンス

多様な立場の理解

活動のためのデザイン

表現とコミュニケーションの手法

社会における実践

I. 科学技術コミュニ
ケーション思考

II. 情報の分析と行動
のための計画手法

III. 科学技術コミュ
ニケーション実践

３つの柱 6つの構成要素

演習

カリキュラム体系 授業

科学と社会の
双方向的で
よりよい関係の

実現

ミッション

講義

実習

CoSTEPの教育プログラムの全体像

開講コース

受講ニーズに応じた2コース

科学技術コミュニケーションの
基本的な考え方とスキルを学ぶ。

募集人員：30～50名

選科

科学技術コミュニケーションを
社会で積極的に担うための
総合的な力を身につける。

募集人員：20～30名

演習講義 実習本科 ++ + 集中
演習

講義

本
科

目的

科学技術コミュニケーションを
社会で積極的に担うための
総合的な力を身につける。

募集人員

20～30名

+ +演習講義 実習
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種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回

原則として

土曜日 13:00-14 :30（通学）
/ 教室で受講。 e-learn ingは 12回まで
/ 初回は 5/17  (日 )

本科

実習

対話の場の創造実習

26回

原則として

土曜日 10:00-12 :00
/ 初回は 5/23  (土 )

*必要に応じて実習時間外の作業有り
*4科目の中から１つ選択

ライティング・編集実習

ソーシャルデザイン実習

アート&デザイン実習

本科

演習

インタビュー演習

9科目

原則として

水曜日 18:30-20 :00（通学）
/ 初回は 5/20  (水 )

*週末での集中的に実施する場合もある

ライティングスキル演習

グラフィックデザイン演習 † 

ファシリテーション演習

プレゼンテーションスキル演習

データ収集と表現演習

ディベート演習

映像表現演習† 

プロジェクト作成演習

共通

実習
芸術祭実習 † 他の共通実習を開講する場合もある

* †は人数制限がある科目
*スケジュールは原則

科目構成

本科

講

演

実

本科

※講義開催日は講師の都合により、変更の可能性があります。
各講義のシラバスはウェブサイト（近日公開）参照。

講義
必修科目

土曜日13:00-14:30
もしくは

水曜日18:30-20:00

モジュール名 開講日 回数

1 科学技術コミュニケーション概論 5/17, 5/23, 5/30, 6/17, 6/27 5

2 表現とコミュニケーションの手法 7/4, 7/8, 7/11, 7/18, 8/1 5

3 活動のためのデザイン 9/12, 9/16, 9/26, 10/3, e-learning 5

4 トランスサイエンス 9/23, 10/24, 11/7, e-learning 4

5 多様な立場の理解 11/28, 12/16, e-learning 3

6 社会における実践 12/12, 1/9, 1/23, 1/30, 2/2 5

合計 27

講

演

実

本科

※各講義のシラバスはウェブサイト参照。

講義

多彩なゲスト講師陣

石川直樹 写真家

隠岐さや香 名古屋大学 教授

隈本邦彦 江戸川大学 メディアコミュニケーション学部 教授

古澤輝由 立教大学 特任准教授

ジュリア・カセム 京都工芸繊維大学 特命教授

後藤拓也 有限会社チェンジ・エージェント

世良耕一 東京電機大学 教授

三上直之* 北海道大学 高等教育推進機構 准教授

松山大耕 臨済宗 大本山妙心寺 退蔵院 副住職

山口富子 国際基督教大学 教授

田口茂 北海道大学 大学院文学研究院 教授／人間知・脳・AI研究教育センター長

保高徹生* 産業技術総合研究所 主任研究員

藤井哲之進／近藤雄生 北海道言友会／ ノンフィクションライター

副島賢和 昭和大学 准教授

後藤怜亜* NHK ディレクター

佐竹輝洋 札幌市役所環境政策課 環境政策担当係長

清水修 一般社団法人 アカデミックグルーヴ 代表理事

菊谷詩子 サイエンス・ イラストレーター

バレット ブレンダン 大阪大学COデザインセンター 特任教授

*e-learningで受講

川本思心 北海道大学 CoSTEP 部門長／理学研究院 准教授

奥本素子 北海道大学 CoSTEP 准教授

種村剛 北海道大学 CoSTEP 特任講師

松王政浩 北海道大学 理学研究院 教授

池田貴子 北海道大学 CoSTEP 特任助教

早岡英介 北海道大学 CoSTEP 客員准教授

内村直之 北海道大学 CoSTEP 客員教授／科学ジャーナリスト

朴炫貞 北海道大学 CoSTEP 特任助教

必修科目

講

演

実

本科

*スケジュールは原則

実習の

紹介

種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回

原則として

土曜日 13:00-14 :30（通学）
/ 教室で受講。 e-learn ingは 12回まで
/ 初回は 5/17  (日 )

本科

実習

対話の場の創造実習

26回

原則として

土曜日 10:00-12 :00
/ 初回は 5/23  (土 )

*必要に応じて実習時間外の作業有り
*4科目の中から１つ選択

ライティング・編集実習

ソーシャルデザイン実習

アート&デザイン実習

本科

演習

インタビュー演習

9科目

原則として

水曜日 18:30-20 :00（通学）
/ 初回は 5/20  (水 )

*週末での集中的に実施する場合もある

ライティングスキル演習

グラフィックデザイン演習 † 

ファシリテーション演習

プレゼンテーションスキル演習

データ収集と表現演習

ディベート演習

映像表現演習† 

プロジェクト作成演習

共通

実習
芸術祭実習 † 他の共通実習を開講する場合もある

講

演

実

本科

対話の場の創造実習
担当| 梶井宏樹・種村剛

講

演

実

本科

対話の場の創造実習とは
・サイエンス・カフェ札幌を2回、
全く異なるスタイルの対話型イベントを2回実施

・対話型イベントの企画、準備、運営、評価を学ぶ

・チームビルディング、リーダーシップ、
ファシリテーション、プロジェクトマネジメントを
学ぶ
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2020年
9⽉13⽇（⽇）︓第113回サイエンス・カフェ札幌 企画・運営
10⽉4⽇（⽇）︓第114回サイエンス・カフェ札幌 企画・運営

2021年
1⽉30⽇（⽇）︓討論劇と評決ワークショップ
1・2⽉予定︓サイエンスイベント

今年度実施予定の対話の場 担当教員︓梶井宏樹と種村剛

・第109回サイエンス・カフェ札幌
カルボニルひもでつむぐ未来の化学
〜⾒えない分⼦をソウゾウしよう〜

・第110回サイエンス・カフェ札幌
動物のおもしろい『⽣き⽅』探してみた
〜進路に悩むサケからシャイなリスまで︕︖〜

・討論劇と評決ワークショップ
”わたし”は機械で取り戻せるのか
〜討論劇で問うブレイン・マシン・インターフェース開発の是⾮〜

・体験型謎解きゲーム×チームワーク
エネルギー危機からの脱出〜ミライからの招待状〜

昨年度実施した対話型イベント

カルボニルひもでつむぐ未来の化学
〜⾒えない分⼦をソウゾウしよう〜

動物のおもしろい『⽣き⽅』探してみた
〜進路に悩むサケからシャイなリスまで︕︖〜

”わたし”は機械で取り戻せるのか
〜討論劇で問うブレイン・マシン・インターフェース開発の是⾮〜
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エネルギー危機からの脱出
〜ミライからの招待状〜

次は皆さんが創り出す番です︕

ライティング・編集実習
担当| 川本思心・原健一

講

演

実

本科

川本思心 原健一
・発生生物学・科学技術コミュニケーション
・一般向け科学書、大学広報誌、大学SNSの執筆・発信

・フランス哲学（特にベルクソン）・哲学と科学の協働による
意識の研究

・ベルクソン論の翻訳

ライティング・編集は
科学技術コミュニケーションの基礎の基礎

思考の整理

言語化

翻訳（言語間・非言語間）

「非対面のコミュニケーション」による、他者・自己・コミュニケーションへのより深い理解

ライティング
≠

一人で書く
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実習の概要

サイエンスライティングの基礎スキルと姿
勢を学ぶ

テキストメディアを用いて学術研究・教育
等を掘り下げ、発信

行く・読む・見る・聞く・話す・想像する・書く・統合する

・親しみやすく魅力的に発信
・課題を見出す・社会に示す
・北海道大学をフィールドとして

• アイデアを形にするための企画・取材・執筆・編集の基本を身につけ、
実践できるようになる

• 取材先、共同制作者・協力者、読者など、さまざまな立場の人との
コミュニケーションできるようになる

• 学び続け、書き続けられるマインドとネットワークを得る

実習の目標

今年度の制作物（予定）

「科学技術」の本の書評
『いいね！Hokudai』リーチ数3000～3万
・繰り返し書き、スキルアップしていく
・北大祭・研究室・学外へも
その他も積極的に企画し制作（過去例）
・『いいね！Hokudai』を再編集したしおり・カレンダー・クリアファイル
・VRコンテンツ「記憶の部屋」のテキスト

ソーシャルデザイン実習

担当| 奥本素⼦・⻄尾直樹

講

演

実

本科
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アート&デザイン実習

担当| 池⽥貴⼦・朴炫貞

講

演

実

本科

目標目標 科学技術コミュニケーションに必要な
アート&デザインの考え方とスキルを身につける アート デザイン＆
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タリン・サイモン《公文書業務と資本の意思》

アート表現の
特徴を知る

>アートを
調べる

ウーゴ・ロンディノーネ《孤独のボキャブラリー》
ジュリアン・オピー《walking in new york1》2019 他。

Tokyo opera city art gallery

アート表現の
特徴を知る

>作品の世界に
入る

石場文子《2と3、もしくはそれ以外（わたしと彼女）》2019

アート表現の
特徴を知る

>作品をみんな
で鑑賞する

アート表現の
特徴を知る

>アーティスト
と会う

アートアート表現の
特徴を知る

>制作をする

札幌国際芸術祭(2020.12~2021.2)で
制作/企画を実践

Paweł Janicki 《Aleastock》2020 / 《Interactive Platform》2012

アート表現の
特徴を知る

>制作をする
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デザイン
発信者 受け手

デザイナー

デザイン＝発信者のメッセージを伝えるための戦略

主な活動内容
サイエンスイベントの広報物をデザイン

エキノコックスのトランクキットをつくる！

主な活動内容
サイエンスイベントの広報物をデザイン

エキノコックスのトランクキットをつくる！
サイエンスイベントの

チラシ制作
発信者 受け手

デザイナー

対話の場の創造実習班

アート＆デザイン実習班
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1. イベントのコンセプトを理解
2. ゲストの研究について勉強
3.  モチーフの吟味
4.  トーンの吟味
5.  レイアウトの吟味
6. 視認性の吟味

対話 A&D

サイエンスイベントチラシ
（15期本科グラフィックデザイン実習）

主な活動内容
サイエンスイベントの広報物をデザイン

エキノコックスのトランクキットをつくる！

専門家がいなくても学べる
教材を詰めたトランク。

トランクキット

エキノコックス

「何を」「誰に」
伝えたいかによって、
ふさわしい表現法は異なる。

一般向け

獣医師向け
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目標こんな人に
向いてます

チラシやロゴマークをつくってみたい
アートについて学んでみたい

作品制作を手伝いたい
トランクキットやインフォグラフィクスに興味がある

自分の研究や活動をもっと効果的に魅せたい

アート デザイン＆

*スケジュールは原則

演習の

紹介

種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回

原則として

土曜日 13:00-14 :30（通学）
/ 教室で受講。 e-learn ingは 12回まで
/ 初回は 5/17  (日 )

本科

実習

対話の場の創造実習

26回

原則として

土曜日 10:00-12 :00
/ 初回は 5/23  (土 )

*必要に応じて実習時間外の作業有り
*4科目の中から１つ選択

ライティング・編集実習

ソーシャルデザイン実習

アート&デザイン実習

本科

演習

インタビュー演習

9科目

原則として

水曜日 18:30-20 :00（通学）
/ 初回は 5/20  (水 )

*週末での集中的に実施する場合もある

ライティングスキル演習

グラフィックデザイン演習 † 

ファシリテーション演習

プレゼンテーションスキル演習

データ収集と表現演習

ディベート演習

映像表現演習† 

プロジェクト作成演習

共通

実習
芸術祭実習 † 他の共通実習を開講する場合もある

講

演

実

本科

選
科 講義

選択

演習+

目的

科学技術コミュニケーションの
基本的な考え方とスキルを学ぶ。

募集人員

30～50名

集中
演習

講義

種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回 原則土曜日13:00～14:30
*教室、もしくは後日e-learningで

集中演習

選科演習A
サイエンスイベント企画運営 3日間 夏期集中：8/28(金)～30(日)（通学）

選科演習B
サイエンスライティング 3日間 秋期集中：10/9(金)～11(日)（通学）

演習
・

共通実習

ファシリテーション演習

*週末での集中的に実施する場合もある
プロジェクト作成演習

映像表現演習†

芸術祭実習†

講

集

選科

科目構成

選科

* †は人数制限がある科目
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※講義開催日は講師の都合により、変更の可能性があります。
各講義のシラバスはウェブサイト（近日公開）参照。

講義
必修科目

土曜日13:00-14:30
もしくは

水曜日18:30-20:00

講

集

選科

モジュール名 開講日 回数

1 科学技術コミュニケーション概論 5/17, 5/23, 5/30, 6/17, 6/27 5

2 表現とコミュニケーションの手法 7/4, 7/8, 7/11, 7/18, 8/1 5

3 活動のためのデザイン 9/12, 9/16, 9/26, 10/3, e-learning 5

4 トランスサイエンス 9/23, 10/24, 11/7, e-learning 4

5 多様な立場の理解 11/28, 12/16, e-learning 3

6 社会における実践 12/12, 1/9, 1/23, 1/30, 2/2 5

合計 27

選科演習A
サイエンスイベント
企画運営

担当：種村剛＋他

選択必修科目

Aへ

講

集

選科

概要

u8/28(金)～8/30(日)の3日間、
札幌で実施する短期集中型の演習（スクーリング）。

u4～5名のメンバーによるグループワークを中心に、
ミニレクチャーなどをはさみ、3日間でグループ毎に
サイエンスイベントの企画、準備、実施、評価を行います。

A講

集

選科

uサイエンス・カフェや各種のワークショップなど、
参加・体験型イベントの企画者・進行役に求められる
企画、プログラムデザイン、ファシリテーションなどのスキルを、
3日間かけて集中的に身につけます。

u多様なバックグラウンドを持つメンバーが発想と実践のための素材を持ち寄り、
コラボレーションを通して互いの問題意識の違いや共通性を見い出しながら
活動をデザインしていくことの醍醐味や可能性、課題を体得します。

学習目標 A講

集

選科

具体的な内容

項目 内容

事前交流 ウェブ上での自己紹介と意見交換

アイスブレイク 3日間の協同学習に取り組む姿勢をつくる

ミニレクチャー 企画の立て方、プログラムデザインなど

グループワーク チームビルディング、アイデア出し、構想、編集、シナリオ制作、役割分担

プロトタイピング 実演のための準備、リハーサル

サイエンスイベント 実際に他の受講生などの前で実施

リフレクション 学んだ成果を振り返り、評価し、持ち帰る

A講

集

選科

＊１日で企画発表まで。２日目にはリハーサルもおこないます。

講

集

選科
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＊チラシのデザインも行います。毎回、様々な企画が集まります。

2018 20172019

＊３日目はいよいよ本番。振り返りも重要な要素です。

選科A 年間のスケジュール

u講義 2020年5月～2021年2月
• e-leaningで受講
• 科学技術コミュニケーションとはなにかを理解
• 選択演習・実習を受講

u集中演習 2020年8月28日(金)～30日(日)

u成果発表会 2021年3月13日(土)
ポスターおよびステージでの発表

A講

集

選科

選科演習B
サイエンスライティング

担当：川本思心＋他

選択必修科目

Bへ

講

集

選科
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1. 文章執筆の基本を身につける
• 「分かりやすい文章」とは何か
• それを書くために何が必要か など

2. サイエンスライティングの基本を身につける
• 専門的な情報をどうあつかうか

目的 B

得たことを足がかりに、さらに学びをふかめ、
研究や仕事などで活用するきっかけに

講

集

選科

uミニレクチャーで学ぶ基礎知識
企画（切り口）、文章のピント、説明、引用 など

uワークで学ぶ基礎スキル
インタビューの方法、描写・文章の構成、図解 など

概要 B

限られた時間でアウトプット
3日間で1,600字程度の読み物を完成（予定）

講

集

選科

2019年の成果集 B講

集

選科

指導体制

uサイエンスライティングのプロによる指
導
ミニレクチャー（内村直之 CoSTEP客員教授・他）

uグループでの個別指導
CoSTEP教員１人あたり受講生４~６名（予定）

u多様な受講生同士によるピアレビュー
受講生も互いにコメントし合う

B講

集

選科

全員で：ミニレクチャー ペアで：相互インタビュー・ピアレビュー 全体で：ふりかえり

書く書く書く！

学びの場
• 付箋による振返り
‒発見した言葉
‒達成した事・次に取り組む事

• おすすめ書籍

• 時には息抜きも
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選科B 年間のスケジュール

u講義：2020年5月～2021年2月
e-leaningで受講
• 科学技術コミュニケーションとはなにかを理解
• 7月11日はライティングに関する講義（内村直之CoSTEP客員教授）
• モジュール課題はライティングの練習として取り組みましょう！

u集中演習：2020年10月9日(金)～11日(日)
9月中旬 事前課題提出
1日目 ： アイスブレイク、ミニレクチャーおよび事前課題へのコメント
2日目 ： ミニレクチャー・執筆
3日目 ： 執筆・完成

u成果発表会：2021年3月13日(土)
ポスターおよび口頭で発表

B講

集

選科

種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回 原則土曜日13:00～14:30
*教室、もしくは後日e-learningで

集中演習

選科演習A
サイエンスイベント企画運営 3日間 夏期集中：8/28(金)～30(日)（通学）

選科演習B
サイエンスライティング 3日間 秋期集中：10/9(金)～11(日)（通学）

演習
・

共通実習

ファシリテーション演習

*週末での集中的に実施する場合もある
プロジェクト作成演習

映像表現演習†

芸術祭実習†

講

集

選科

科目構成

選科

* †は人数制限がある科目

講義 e-learning / 
サポート体制

受講生
専用サイト

本科

選科

受講生
専用サイト

本科

選科
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e-learningでの受講
● いつ見られるか
• 原則として講義日以降～2020年度末。

● どのようにして見るか
• 受講生専用サイトの講義e-learning一覧からアクセス。
• URLをコピーしたり、ブックマークに登録しても視聴できません。
• iOSやAndroid等からも視聴可。

● 配布資料
• 「講義e-learning一覧」のページからダウンロード可。
• ただし、著作権の関係で全てがアップできるわけではありません。

● 過去の講義アーカイブ
• 過年度の講義も視聴可。
• ただし、モバイルやタブレット視聴に対応していない動画もあります。

本科

選科

facebook
交流ページ

本科

選科

受講に際しての
注意事項

受講料（1年間）

一般 48,000円
北大生 20,000円

一般 23,000円
北大生 10,000円

選科本科

+ +演習講義 実習 + 演習講義

本科

選科

開講特別プログラム

*全国から仲間が集まる初めての機会ですので、必修ではありませんが参加を推奨します。

後日e-learningで配信。

5/16 土

● 開講式特別講義* 
12:00-13:00 映画「SHARI」上映
13:30-15:00「地つづきの果てへ」

石川 直樹 氏（写真家）

● ガイダンス*
15:30-16:00

● ウェルカムパーティー
16:30-18:30

5/17 日

● 講義*  モジュール1-1
10:00-11:30
「科学技術コミュニケーションとは何か
川本 思心

● オープニングWS
13:00-16:30

本科

選科

学生と社会人対象の約1年間のプログラム

15年間の実績に基づく体系的カリキュラム

大学の枠を超えた多彩な講師陣

e-learningによる講義配信

社会での豊富な実践の機会

熱意ある修了生のネットワーク

CoSTEPの魅力
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応募の手順

● 公式ウェブサイトにアクセス
http://costep.open-ed.hokudai.ac.jp/
または「CoSTEP」で検索

● ウェブ上で所定のフォームに必要事項を入力して送信

締め切り 4月20日（月）正午

> 本科書類選考結果の発表 4月23日（木）18:00

> 合格発表 4月30日（木）18:00

本科

選科


